
平成23年3月31日

学部長会(平 成23年3月31日 開催)で の了承事項 ・財務部長了承事項

財務部長 高橋秀悦

概算枠の提示 に伴 う予算変更願の提出につ いて

予算単位において特段の事情があると認め られ る場合、「提出期限日

日(木)」 を 「提出期限 日 平成23年4月11日(月)」 とする。

平成23年4月7

教員各位 あて文書(平 成23年3月31日)の 「記」以下について

(1)海 外の学会(研 究会)へ の旅費につ いて も、年額15万 円の範囲で行 うものとする。

(2)海 外での学会発表(研 究会発表)に ついては、その分野の一流の学会を対象 とし、

学部長 と学長が協議のうえ、出張の可否及び旅費支給額 を決定する。

(3)科 学研究費 申請者 に対する研究費の加算措置(10万 円)に ついては、5万円減額 し、

5万 円とする。これ によ り、科学研究費申請者の実質的な研究費の使用可能な限度

は、個人研究費と合わせる と、平成23年 度は、27万 円となる。

学長よ り

学校施設 ・教育研究設備等 の復 旧事業については、激甚災害指定 によ り、文部科学省

の補助対象事業となるので、関係部局において速やかに被災額を算定 し、いつで も申

請できるようにしてお くこと。



平成23年3月31日

教員各位

大学長 星宮 望

財務部長 高橋 秀悦

「平成23年 度予算の削減 ・凍結 と(暫 定)補 正予算の編成」においては、本年度予算

示達額の10%以 上(2000万 円以上の予算単位においては20%以 上)の 予算執行を凍結 し、

(暫定)補 正予算 を編成いた します。つきま しては、先生方におかれ ましても、 ご賢察の

うえ、下記の事項 について、平成23年 度は特 に格段のご協力をお願いいた します。

記

1.個 人研究費は一人あた り年額22万 円とする。

2.学 会(研 究会)の 旅費及び資料収集の旅費を合わせて、一人あた り年額15万 円を

限度 とす る。

3.学 会発表(研 究会発表)の 旅費は、一人あた り年額5万 円を限度 とする。

4.大 学院担 当の教員の個人選書は凍結する。(た だ し、法務研究科は除 く)

5.校 費購入 の研究用パソコンで、大震災で使用不能の ものは個人研究費で購入するこ

と。

6.リ ース物件の取替更新は原則 として凍結する。(学科予算等)

7.不 要不急の講演 会、講習会等への参加 は自粛すること。(学 科予算等)

8.学 術講演会、シンポジウム、研究会等 の開催は縮減すること。(学科予算等)

9.海 外出張の航空運賃は実費精算とす る。

10.給 与明細等の郵送は廃止する。

11.学 内で開催 される学術講演会、シンポジウム等の学内講師、学内パネ リス ト、司会

等に対する謝金は支給 しない。



平成23年3月31日

職員各位

大学長 星宮 望

財務部長 高橋 秀悦

「平成23年 度予算の削減 ・凍結と(暫 定)補 正予算の編成」 においては、本年度予算

示達額の10%以 上(2000万 円以上の予算単位においては20%以 上)の 予算執行 を凍結 し、

(暫定)補 正予算を編成いた します。つきましては、各位 におかれ ましても、ご賢察のう

え、下記の事項 について格段のご協力をお願いいた します。

記

1.重 要度、緊急度を判断のうえ、不要不急の出張は自粛すること。

2.大 学行政管理学会 に参加する場合は、定期総会 ・研究集会を除き個人負担 とする。

3.印 刷用紙 イ ンク、筆記用具、封筒その他の事務用消耗品は最大限節約すること。

4.学 内で開催を予定 している研修会等 は自粛すること。

5.節 電、節水を徹底す ること。

6.リ ース物件の取替更新は原則 として凍結す る。

7.委 託物件については可能な限 り節減す ること。

8.タ クシーチケ ットの使用は最大限節減すること。


